
と
ロ
マ
ン
を
託
す
の
も
、
競
馬
フ
ァ
ン
に

は
た
ま
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
ば
ん
え
い
競

馬
は
、
体
重
１
㌧
を
超
え
る
馬
が
重
り
を

乗
せ
た
鉄
ソ
リ
を
引
い
て
直
線
コ
ー
ス
で

力
と
ス
ピ
ー
ド
を
競
い
ま
す
。
北
海
道
開

拓
時
代
の
農
耕
馬
が
現
代
の
レ
ー
ス
へ
と

受
け
継
が
れ
、
今
で
は
北
海
道
遺
産
と
し

て
人
々
に
感
動
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
長
年
、
帯
広
市
を
含
む
北
海
道
内
の
自

治
体
が
共
同
で
運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、

２
０
０
７
（
平
成
19
）
年
度
か
ら
帯
広
市

が
単
独
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
一
時
は
売

上
が
低
迷
し
ま
し
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
投
票
の
認
知
度
向
上
に
伴
っ
て
、
全
国

的
に
人
気
が
盛
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
８
月
13
日
に
は
大
井
競
馬
場
で
ば

ん
え
い
競
馬
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
「
ば
ん
え

い
十
勝
　
ｉ
ｎ
　
Ｔ
Ｃ
Ｋ
２
０
１
７
」
を

実
施
。
当
日
は
ば
ん
馬
が
大
井
競
馬
場
に

登
場
し
、子
供
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。

競
馬
を
観
て
、
物
産
展
を
見
て

　
他
の
競
馬
場
の
Ｐ
Ｒ
や
売
り
上
げ
に
貢

献
す
る
だ
け
で
な
く
、
開
催
日
に
合
わ
せ

た
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
、
全
国
の
地
方
都

市
の
物
産
展
や
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
10
月
４
日
と
５
日
に
は
、
大
井
競
馬
場

の
場
外
発
売
所
で
あ
る
オ
フ
ト
新
潟
（
新

潟
）、
オ
ー
プ
ス
中
郷
（
新
潟
）
オ
フ
ト

伊
勢
崎
（
群
馬
）、オ
フ
ト
大
郷
（
宮
城
）、

オ
フ
ト
京
王
閣
（
東
京
）、
オ
フ
ト
ひ
た

ち
な
か（
茨
城
）、オ
ー
プ
ス
磐
梯（
福
島
）、

に
よ
る
物
産
展
を
実
施
。
地
元
の
野
菜
や

地
酒
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。
ま
た
、
当

日
に
は
オ
フ
ト
・
オ
ー
プ
ス
場
外
発
売
所

の
冠
競
走
も
実
施
し
ま
し
た
。

　
10
月
６
日
に
は
、
大
井
競
馬
場
の
小
林

分
厩
舎
が
所
在
す
る
千
葉
県
印い

ん

西ざ
い

市し

の
Ｐ

Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
当
日
は「
印
西
市
」

の
冠
が
付
い
た
「
印
西
市
コ
ス
モ
ス
賞
」

が
実
施
さ
れ
た
ほ
か
、
印
西
市
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
い
ん
ザ
イ
君
」
が
登
場
。
印
西

市
の
物
産
展
も
開
か
れ
ま
し
た
。

地
方
競
馬
は

ウ
イ
ン
・
ウ
イ
ン
の
関
係

　
大
井
競
馬
場
で
は
、
他
の
競
馬
場
の
売

上
に
貢
献
す
る
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す

が
、
同
時
に
全
国
に
は
75
の
地
方
専
用
、

７
の
地
方
・
中
央
共
用
の
場
外
発
売
所
が

あ
り
、
大
井
競
馬
場
の
売
上
の
約
30
％
は

場
外
施
設
の
売
上
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
競
馬
場
の
売
上
増
は
、
地
方
競
馬
を

運
営
す
る
自
治
体
へ
の
分
配
金
の
増
加
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
他
の
地
方
競
馬
と
大

井
競
馬
、
競
馬
を
運
営
す
る
自
治
体
同
士

は
、
お
互
い
ウ
イ
ン
・
ウ
イ
ン
の
関
係
に

あ
る
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
通
し
て
、
大
井
競
馬
場
は
地
方
都

市
の
魅
力
の
発
信
拠
点
と
も
な
り
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
き
た
点
も
見

逃
せ
ま
せ
ん
。
日
本
で
初
め
て
ナ
イ
タ
ー

競
馬
を
実
施
し
、
全
国
で
も
有
数
の
競
馬

場
で
あ
る
大
井
競
馬
場
の
持
つ
集
客
力
は
、

新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ウ
マ
イ
ル
ス
ク
エ

ア
の
活
用
も
含
め
て
、
一
自
治
体
で
は
限

界
が
あ
る
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ

た
存
在
で
す
。
特
別
区
競
馬
組
合
が
大
井

競
馬
場
を
拠
点
に
仕
掛
け
る
「
全
国
連
携
」

に
こ
れ
か
ら
も
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
域
連
携
協
定
の
締
結
地
域
が

拡
大

　
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

東
京
と
全
国
各
地
域
を
対
立
す
る
関
係
と

し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
各
地
域
が
共

に
発
展
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
特
別
区
長

会
が
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
９
月
に
趣

意
書
を
発
表
し
、
取
り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。
23
区
は
、区
民
の
日
常
の
暮
ら
し
が
、

全
国
各
地
域
の
人
々
や
各
種
の
産
業
な
ど

に
支
え
ら
れ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を

再
認
識
し
、
各
地
域
の
人
口
が
減
少
し
、

衰
退
し
て
い
く
こ
と
は
、
区
民
の
生
活
基

盤
に
少
な
か
ら
ず
影
響
が
及
ぶ
と
考
え
、

「
共
存
共
栄
に
よ
る
日
本
の
元
気
創
造
」

「
相
互
補
完
に
よ
る
地
域
課
題
の
克
服
」

「
信
頼
関
係
・
絆
の
強
化
」
と
い
う
目
標

を
掲
げ
て
、
一
体
と
な
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
各
区
が
様
々
な
契
機
に
よ
り
、
連
携
・

面と面で効果的な自治体間連携

　
特
別
区
長
会
が
２
０
１
４
︵
平
成
26
︶
年
９
月
に
﹁
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
﹂
を
立
ち
上
げ
て
、
既
に
３
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
23
区
は
こ
れ
ま
で
に

９
０
０
を
超
え
る
自
治
体
と
連
携
・
交
流
し
て
い
ま
す
。
各
区
が
１
対
１
で
自
治

体
と
連
携
・
交
流
を
進
め
る
一
方
、
特
別
区
長
会
で
は
市
長
会
や
町
村
会
単
位
の

広
域
的
連
携
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
よ
り
効
果
的

に
進
め
る
た
め
、
広
域
連
携
の
展
開
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
を
担
う
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
構
築
な
ど
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

  

「
発
展
期
」
へ
着
実
に
押
し
上
げ
を

仙
台
市
で
開
催
さ
れ
た

「
東
北
絆
ま
つ

り
２
０
１
７
」
の
ス
テ
ー
ジ
で
あ
い
さ
つ
に

立
つ
西
川
太
一
郎
会
長

（
荒
川
区
長
）

北海道町村会、 京都府市長会、 京都府町村会との協定締結式

特
別

区
長 会
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交
流
し
て
い
る
自
治
体
は
、
６
７
５
に
の

ぼ
り
ま
す
。
ま
た
、
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
登
録
し
て
い
る

自
治
体
は
、
８
月
１
日
現
在
２
３
７
ま
で

増
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
各
地
域
と
23
区

と
の
連
携
協
力
の
「
間
口
」
を
広
げ
、
よ

り
効
果
的
な
連
携
・
協
力
と
す
る
た
め
、

各
地
域
の
市
長
会
や
町
村
会
と
特
別
区
長

会
と
の
連
携
協
定
締
結
に
よ
る
広
域
的
な

連
携
も
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
数
は
、
現

在
、
２
３
６
自
治
体
に
達
し
ま
し
た
。
こ

の
結
果
、
特
別
区
と
連
携
・
交
流
し
て
い

る
自
治
体
は
重
複
控
除
す
る
と
９
２
６
と

な
り
、
全
国
の
自
治
体
の
52
・
４
％
と
連

携
し
て
い
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
４
月
に
は
、

北
海
道
町
村
会
、
京
都
府
市
長
会
、
同
町

村
会
と
協
定
を
締
結
。
こ
の
う
ち
北
海
道

町
村
会
は
、
面
積
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

自
治
体
数
は
１
４
４
と
な
り
ま
す
。
23
区

で
は
、
地
域
ご
と
に
担
当
す
る
区
を
決
め

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
合
わ
せ
た
交
流

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
同
年
６
月
に
は
青
森
県
市
長
会
、
同
町

村
会
、
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
１
月
に

は
千
葉
県
町
村
会
、
広
島
県
町
村
会
と
協

定
を
結
び
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
11
月

現
在
、
群
馬
県
市
長
会
、
同
町
村
会
か
ら

も
連
携
協
定
締
結
の
申
し
入
れ
を
受
け
て

お
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
広
が
り
の
あ
る
交

流
実
現
に
向
け
、
各
地
域
の
期
待
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

具
体
化
さ
れ
る
様
々
な
事
業

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
は
、「
各
区
が

取
り
組
む
事
業
」と「
23
区
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
事
業
」
に
よ
り
構
成
さ
れ
て

お
り
、「
23
区
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
事
業
」
は
、
以
下
の
５
本
の
柱
に
よ
り

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
つ
目
の
柱
は
自
治
体
間
連
携
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
等
の
開
催
で
す
。
こ
れ
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
深
化

さ
せ
て
幅
広
い
分
野
か
ら
の
参
画
を
促
す

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
２
０
１
６

（
平
成
28
）
年
４
月
に
は
「
遠
隔
自
治
体

間
連
携
の
可
能
性
と
展
望
」を
テ
ー
マ
に
、

第
１
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
西
川

太
一
郎
特
別
区
長
会
会
長
（
荒
川
区
長
）

と
と
も
に
北
海
道
町
村
会
の
棚
野
孝
夫
会

長
（
白し

ら

糠ぬ
か

町
長
）
と
京
都
府
市
長
会
の
山

崎
善
也
副
会
長
（
綾あ

や

部べ

市
長
）
が
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
登
壇
し
ま
し
た
。

　
今
年
１
月
の
第
２
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
「
共
存
共
栄
の
全
国
連
携
～
交
流
人
口

の
拡
大
と
観
光
～
」
を
テ
ー
マ
に
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で

の
地
域
間
の
連
携
、
文
化
芸
術
の
分
野
で

の
地
域
間
の
連
携
を
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
に

※合計は、各項目で重複する自治体を

　除いた実数

講
演
会
を
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
二
つ
目
に
、
各
地
域
の
物
産
販
売
を
通

じ
た
産
業
振
興
、
各
地
域
の
魅
力
を
伝
え

る
観
光
振
興
な
ど
に
資
す
る
イ
ベ
ン
ト
も

実
施
し
て
い
ま
す
。イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、

各
地
域
に
対
す
る
区
民
の
関
心
を
高
め
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
区
民
の
理
解
を

広
げ
て
い
く
も
の
で
、
昨
年
12
月
に
続
き

今
年
は
９
月
に
「
魅
力
発
信
イ
ベ
ン
ト
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
台
東
区
浅
草
の
「
ま

る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
」
を
会
場
に
、
広
域
連

携
協
定
を
締
結
し
た
地
域
の
自
治
体
が
、

自
慢
の
食
材
を
使
っ
た
「
丼
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
や
、
日
本
酒
、
焼
酎
、
ワ
イ
ン
な

ど
ご
当
地
自
慢
の
地
酒
や
お
つ
ま
み
を
販

売
す
る
「
地
酒
ス
ト
リ
ー
ト
」、
魅
力
あ

ふ
れ
る
生
鮮
、
加
工
品
、
特
産
品
を
集
め

た
「
マ
ル
シ
ェ
」
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
三
つ
目
は
、
各
地
域
と
の
連
携
を
推
進

す
る
事
業
へ
の
支
援
で
す
。
こ
れ
は
、
自

治
体
や
公
益
的
な
団
体
が
取
り
組
む
自
治

体
間
連
携
事
業
の
支
援
を
目
的
と
し
た
も

の
で
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
を
願
い
東

北
６
県
の
県
庁
所
在
市
が
持
ち
回
り
で
開

催
さ
れ
る
「
東
北
絆
ま
つ
り
」
に
、
前
身

で
あ
る
東
北
六
魂
祭
か
ら
協
賛
、
支
援
を

続
け
て
い
ま
す
。
今
年
６
月
に
仙
台
で
開

催
さ
れ
た
祭
り
当
日
に
は
、
現
地
で
特
別

区
の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
東
北
の
人
た

ち
に
向
け
23
区
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

す
る
思
い
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
「
東
京
　
新

虎
ま
つ
り
」
で
は
、
都
内
で
初
め
て
「
東
北

六
魂
祭
」
の
パ
レ
ー
ド
が
披
露
さ
れ
、
特
別

区
長
会
が
支
援
・
協
力
を
行
い
ま
し
た
。

　
四
つ
目
は
、
東
京
区
政
会
館
を
活
用
し

た
情
報
発
信
で
す
。
飯
田
橋
に
あ
る
東
京

区
政
会
館
１
階
ホ
ー
ル
を
活
用
し
て
連
携

自
治
体
に
関
す
る
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
８
月
か
ら
９
月
ま
で
、
京
都
府

山
城
地
域
（
12
市
町
村
）
の
紹
介
と
し
て

お
茶
（
宇
治
茶
）
を
介
し
て
地
域
の
歴
史
、

伝
統
的
な
産
業
・
文
化
な
ど
を
発
信
す
る

展
示
「『
お
茶
の
京
都
』
を
知
る
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
11
月
か
ら
は
、
千

葉
県
町
村
の
魅
力
を
「
食
」
に
焦
点
を
あ

て
て
紹
介
す
る
「
食
べ
て
お
い
し
い 

ち

ば
の
味
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

今
後
よ
り
効
果
的
な
情
報
発
信
と
し
て
い

く
た
め
、
各
区
巡
回
展
示
が
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。

　
最
後
に
、
被
災
自
治
体
に
対
す
る
支
援

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
23
区
で
は
東
日

本
大
震
災
や
熊
本
地
震
の
被
災
自
治
体
に

対
し
、
一
体
と
な
っ
て
継
続
的
な
支
援
を

実
施
し
、
ま
た
、
近
年
多
発
し
て
い
る
台

風
や
豪
雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
地
域
に
対

し
て
も
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
大
規

模
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
自
治
体
へ
の
支

援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
担
当
者
は
「
こ
れ
ら
事
業
を
き
っ
か
け

に
日
本
全
体
の
元
気
づ
く
り
へ
つ
な
げ
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

二
つ
の
分
科
会
で
検
討
に
着
手

　
特
別
区
長
会
で
は
、
今
年
度
、
拡
大
し

て
き
て
い
る
広
域
連
携
協
定
地
域
と
の
交

流
事
業
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
の
検
討
に

着
手
し
ま
し
た
。
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交
流
し
て
い
る
自
治
体
は
、
６
７
５
に
の

ぼ
り
ま
す
。
ま
た
、
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
登
録
し
て
い
る

自
治
体
は
、
８
月
１
日
現
在
２
３
７
ま
で

増
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
各
地
域
と
23
区

と
の
連
携
協
力
の
「
間
口
」
を
広
げ
、
よ

り
効
果
的
な
連
携
・
協
力
と
す
る
た
め
、

各
地
域
の
市
長
会
や
町
村
会
と
特
別
区
長

会
と
の
連
携
協
定
締
結
に
よ
る
広
域
的
な

連
携
も
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
数
は
、
現

在
、
２
３
６
自
治
体
に
達
し
ま
し
た
。
こ

の
結
果
、
特
別
区
と
連
携
・
交
流
し
て
い

る
自
治
体
は
重
複
控
除
す
る
と
９
２
６
と

な
り
、
全
国
の
自
治
体
の
52
・
４
％
と
連

携
し
て
い
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
４
月
に
は
、

北
海
道
町
村
会
、
京
都
府
市
長
会
、
同
町

村
会
と
協
定
を
締
結
。
こ
の
う
ち
北
海
道

町
村
会
は
、
面
積
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

自
治
体
数
は
１
４
４
と
な
り
ま
す
。
23
区

で
は
、
地
域
ご
と
に
担
当
す
る
区
を
決
め

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
合
わ
せ
た
交
流

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
同
年
６
月
に
は
青
森
県
市
長
会
、
同
町

村
会
、
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
１
月
に

は
千
葉
県
町
村
会
、
広
島
県
町
村
会
と
協

定
を
結
び
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
11
月

現
在
、
群
馬
県
市
長
会
、
同
町
村
会
か
ら

も
連
携
協
定
締
結
の
申
し
入
れ
を
受
け
て

お
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
広
が
り
の
あ
る
交

流
実
現
に
向
け
、
各
地
域
の
期
待
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

具
体
化
さ
れ
る
様
々
な
事
業

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
は
、「
各
区
が

取
り
組
む
事
業
」と「
23
区
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
事
業
」
に
よ
り
構
成
さ
れ
て

お
り
、「
23
区
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
事
業
」
は
、
以
下
の
５
本
の
柱
に
よ
り

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
つ
目
の
柱
は
自
治
体
間
連
携
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
等
の
開
催
で
す
。
こ
れ
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
深
化

さ
せ
て
幅
広
い
分
野
か
ら
の
参
画
を
促
す

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
２
０
１
６

（
平
成
28
）
年
４
月
に
は
「
遠
隔
自
治
体

間
連
携
の
可
能
性
と
展
望
」を
テ
ー
マ
に
、

第
１
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
西
川

太
一
郎
特
別
区
長
会
会
長
（
荒
川
区
長
）

と
と
も
に
北
海
道
町
村
会
の
棚
野
孝
夫
会

長
（
白し

ら

糠ぬ
か

町
長
）
と
京
都
府
市
長
会
の
山

崎
善
也
副
会
長
（
綾あ

や

部べ

市
長
）
が
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
登
壇
し
ま
し
た
。

　
今
年
１
月
の
第
２
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
「
共
存
共
栄
の
全
国
連
携
～
交
流
人
口

の
拡
大
と
観
光
～
」
を
テ
ー
マ
に
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で

の
地
域
間
の
連
携
、
文
化
芸
術
の
分
野
で

の
地
域
間
の
連
携
を
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
に

※合計は、各項目で重複する自治体を

　除いた実数

講
演
会
を
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
二
つ
目
に
、
各
地
域
の
物
産
販
売
を
通

じ
た
産
業
振
興
、
各
地
域
の
魅
力
を
伝
え

る
観
光
振
興
な
ど
に
資
す
る
イ
ベ
ン
ト
も

実
施
し
て
い
ま
す
。イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、

各
地
域
に
対
す
る
区
民
の
関
心
を
高
め
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
区
民
の
理
解
を

広
げ
て
い
く
も
の
で
、
昨
年
12
月
に
続
き

今
年
は
９
月
に
「
魅
力
発
信
イ
ベ
ン
ト
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
台
東
区
浅
草
の
「
ま

る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
」
を
会
場
に
、
広
域
連

携
協
定
を
締
結
し
た
地
域
の
自
治
体
が
、

自
慢
の
食
材
を
使
っ
た
「
丼
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
や
、
日
本
酒
、
焼
酎
、
ワ
イ
ン
な

ど
ご
当
地
自
慢
の
地
酒
や
お
つ
ま
み
を
販

売
す
る
「
地
酒
ス
ト
リ
ー
ト
」、
魅
力
あ

ふ
れ
る
生
鮮
、
加
工
品
、
特
産
品
を
集
め

た
「
マ
ル
シ
ェ
」
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
三
つ
目
は
、
各
地
域
と
の
連
携
を
推
進

す
る
事
業
へ
の
支
援
で
す
。
こ
れ
は
、
自

治
体
や
公
益
的
な
団
体
が
取
り
組
む
自
治

体
間
連
携
事
業
の
支
援
を
目
的
と
し
た
も

の
で
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
を
願
い
東

北
６
県
の
県
庁
所
在
市
が
持
ち
回
り
で
開

催
さ
れ
る
「
東
北
絆
ま
つ
り
」
に
、
前
身

で
あ
る
東
北
六
魂
祭
か
ら
協
賛
、
支
援
を

続
け
て
い
ま
す
。
今
年
６
月
に
仙
台
で
開

催
さ
れ
た
祭
り
当
日
に
は
、
現
地
で
特
別

区
の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
東
北
の
人
た

ち
に
向
け
23
区
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

す
る
思
い
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
「
東
京

　
新

虎
ま
つ
り
」
で
は
、
都
内
で
初
め
て
「
東
北

六
魂
祭
」
の
パ
レ
ー
ド
が
披
露
さ
れ
、
特
別

区
長
会
が
支
援
・
協
力
を
行
い
ま
し
た
。

　
四
つ
目
は
、
東
京
区
政
会
館
を
活
用
し

た
情
報
発
信
で
す
。
飯
田
橋
に
あ
る
東
京

区
政
会
館
１
階
ホ
ー
ル
を
活
用
し
て
連
携

自
治
体
に
関
す
る
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
８
月
か
ら
９
月
ま
で
、
京
都
府

山
城
地
域
（
12
市
町
村
）
の
紹
介
と
し
て

お
茶
（
宇
治
茶
）
を
介
し
て
地
域
の
歴
史
、

伝
統
的
な
産
業
・
文
化
な
ど
を
発
信
す
る

展
示
「『
お
茶
の
京
都
』
を
知
る
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
11
月
か
ら
は
、
千

葉
県
町
村
の
魅
力
を
「
食
」
に
焦
点
を
あ

て
て
紹
介
す
る
「
食
べ
て
お
い
し
い 

ち

ば
の
味
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

今
後
よ
り
効
果
的
な
情
報
発
信
と
し
て
い

く
た
め
、
各
区
巡
回
展
示
が
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。

　
最
後
に
、
被
災
自
治
体
に
対
す
る
支
援

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
23
区
で
は
東
日

本
大
震
災
や
熊
本
地
震
の
被
災
自
治
体
に

対
し
、
一
体
と
な
っ
て
継
続
的
な
支
援
を

実
施
し
、
ま
た
、
近
年
多
発
し
て
い
る
台

風
や
豪
雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
地
域
に
対

し
て
も
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
大
規

模
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
自
治
体
へ
の
支

援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
担
当
者
は
「
こ
れ
ら
事
業
を
き
っ
か
け

に
日
本
全
体
の
元
気
づ
く
り
へ
つ
な
げ
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

二
つ
の
分
科
会
で
検
討
に
着
手

　
特
別
区
長
会
で
は
、
今
年
度
、
拡
大
し

て
き
て
い
る
広
域
連
携
協
定
地
域
と
の
交

流
事
業
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
の
検
討
に

着
手
し
ま
し
た
。
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特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担

当
す
る
課
長
会
の
下
に
「
広
域
連
携
分
科

会
」
と
「
推
進
基
盤
整
備
検
討
分
科
会
」

を
設
け
、
各
地
域
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

も
行
な
い
な
が
ら
協
定
を
締
結
し
た
各
地

域
と
の
連
携
を
、
今
後
ど
の
よ
う
に
展
開

し
て
行
く
の
か
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
二
つ
の
分
科
会
で
は
、
今
年
度
中
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
検
討
事
項
の
基
本
的
な
方
向

を
示
す
「
中
間
の
ま
と
め
」
を
行
う
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

面
と
面
と
の
新
た
な

連
携
ス
タ
イ
ル

　「
広
域
連
携
分
科
会
」
に
お
け
る
各
地

域
と
の
今
後
の
連
携
を
検
討
す
る
に
あ

た
り
、
現
在
、
北
海
道
釧
路
地
域
と
荒

川
区
の
取
り
組
み
を
参
考
例
と
し
て
い

ま
す
。

　
荒
川
区
は
、
釧
路
地
域
と
の
連
携
事
業

の
実
施
に
あ
た
り
地
域
再
生
法
に
も
と
づ

く
地
域
再
生
計
画
を
、
釧
路
地
域
の
自
治

体
と
共
同
し
て
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
計
画
を
共
同
し
て
策
定
す
る
こ
と
に
よ

り
、
双
方
の
課
題
や
目
的
を
明
確
化
し
、

目
標
と
な
る
指
標
を
共
有
し
な
が
ら
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
地
方
創
生

推
進
交
付
金
の
交
付
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
荒
川
区
と
釧
路
地
域
の
取
り
組
み

は
、「
地
方
創
生
に
係
る
特
徴
的
な
取
り

組
み
事
例
」
と
し
て
内
閣
府
地
方
創
生
推

進
事
務
局
の
推
奨
を
得
て
い
ま
す
。

　
荒
川
区
の
好
例
を
活
か
し
、
広
域
連
携

協
定
地
域
と
の
、「
面
と
面
と
の
新
た
な

連
携
ス
タ
イ
ル
」
の
検
討
を
深
め
て
行
き

ま
す
。

　「
推
進
基
盤
整
備
検
討
分
科
会
」
で
は
、

こ
の
よ
う
な
新
た
な
連
携
ス
タ
イ
ル
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
特
別
区
全
国
連
携
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の

方
々
に
も
参
画
し
て
い
た
だ
い
て
推
進
す

る
た
め
、「
協
働
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

を
設
け
る
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

「
初
動
期
」
か
ら
「
発
展
期
」
へ

　
立
ち
上
げ
か
ら
４
年
目
を
迎
え
た
特
別

区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、こ
の
間
、

具
体
的
な
事
業
実
施
計
画
等
を
盛
り
込
ん

だ
「
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
方
針
」
や
推
進
方
針
の
実
施
計
画
に
あ

た
る
「
実
施
プ
ラ
ン
」
を
定
め
、
広
域
連

携
協
定
に
よ
る
連
携
自
治
体
の
拡
大
や
、

23
区
一
体
事
業
の
実
施
な
ど
、
新
た
な
取

り
組
み
に
着
手
し
な
が
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
枠
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　
同
時
に
、
前
述
の
分
科
会
に
お
い
て
、

将
来
に
向
け
た
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
方
策
の
検
討
を
進
め
る

な
ど
「
初
動
期
」
か
ら
「
発
展
期
」
へ
つ

な
げ
る
準
備
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
２
０
１
９
（
平
成
30
）
年
度
は
、
作
り

上
げ
て
き
た「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
枠
組
み
」

に
一
層
の
磨
き
を
か
け
る
と
と
も
に
、
準

備
を
進
め
て
い
る
「
協
働
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
の
構
築
、
広
域
連
携
協
定
地

域
と
の
「
新
た
な
連
携
ス
タ
イ
ル
」
の
導

入
を
具
体
化
し
、
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
「
発
展
期
」
へ
と
着
実
に
押

し
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
特
別
区
長
会
事
務
局
で
は
「
23
区
の
大

学
定
員
抑
制
や
、
地
方
消
費
税
の
清
算
基

準
の
見
直
し
な
ど
、
地
方
創
生
を
巡
る
最

近
の
動
向
は
、
特
別
区
に
と
っ
て
楽
観
で

き
な
い
現
状
も
あ
り
ま
す
。
改
め
て
特
別

区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
を
再

確
認
し
、
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
」
と
指
摘
し
ま
す
。

　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
あ
と
３
年
を
切
り
ま
し

た
。
一
大
イ
ベ
ン
ト
が
終
わ
る
と
東
京
も

各
地
域
と
同
様
、
人
口
減
少
社
会
が
到
来

し
ま
す
。
自
治
体
間
の
連
携
を
深
め
て
持

続
可
能
な
地
域
社
会
を
作
り
出
す
と
い
う

特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義

は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
23
区
の
知
恵
と
力

を
結
集
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る

こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今年の全国連携講演会＝9月21日、東京区政会館で

　平成29年１月号から23区の自治
体間連携について特集してきまし
た「全国につながる連携の輪」は
本号をもって終了いたします。
　次号からは新たに各区の歴史に
触れながら、将来に向けての人口
ビジョンや地方版総合戦略等をご
紹介していきます。ご期待ください。
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